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JARL横須賀クラブ4 0周年によせて

JARL横須賀クラブは昭和28年1 2月に創立され、今年(平成5年)の12
月で諾40年となりました。戦後アマチュア無線の再会が昭和2 7年ですから、そ

の翌年に横須賀周辺局が集ってクラブ創立となったわけです。クラブ発足直後の会
報(Voice of Yokosuka)VOL.1によると初代会長はJAIES、構成メンバーはJÅ1DT,JÅI

聞,JÅ1ES,JÅ⊥I工,JAIIV,J虹JU,JAI鮒,JAlOG,JAlOI,JAISP,JAIÅFX,JÅ1ÅFYと1 0名の

SWしからなっています。この中には今でもバリバリにオンエアされているOMが
たくさんおりまして大変磐しい限りです。クラブ発足以来、現在まで休止すること

なくアクティブな活動が続いているわけですが、ひとえに先輩諸氏のリーダーシッ
プによるところが大であります。 \

今年は4 0周年特別行事として記念QSしカードの発行とアワードの発行を行な

い、横須賀のPRを行なっていますが、現在QSLカードにあっては既に4万枚以
上が発行されました。 (アワードは93’J皿蝿帖2月号P24、 93,cQ4月号P359に

紹介記事有)

また12月5日には4 0周年記念式典(兼忘年会)を横須賀平安閥で実施の運び
-/

となりましたo記念式典実施にあたっては、御来賓をはじめ、現メンバー、 OB諸

氏の参加もいただき1 00名からなる盛大な記念式典実施となりました。あらため

て御参集いただいた各位、運営実施にあたった関係各位に御礼申し上げます。

これからもJÅRL横須賀クラブは堪域クラブとして砲域での各謹アマチェア無
線活動やリクレーションなどを通じ活性化のための運営・活動を行なってまいりま
すoどうか今後共皆様方のさらなるご支援をお願い申し上げます。

平成5年12月

JARL横須賀クラブ(JÅ1YBQ)
会長JHlOHZ 片倉由一

VOY No・181 (クラブ創立40周年記念号)発行に当たって

昭和28年1 2月、 VOYが創刊しまして通算18 1号が発行出来ました。

さて、過去のVOYを見ますと、まだいろいろな面で技術が確立していなかった頃
の新しい技術の実験詰果、クラブの活動報告などクラブ員相互の技術交換・話題の、

クラブ報として活躍して参りました。今回、 VOY No.181 (クラブ創立40周年記

念号)発行に当たり、創立から今日までの横須賀クラブの会長と主な出来事、アマ
チュア無線界の主な出来事を年表にまとめました。

また「横須賀クラブ創立の質の私」という事でJAIFXF ・桑原OMに、当時
電気少年で手作りブザーでトンツーで遊んだという、思い出を書いて頂きました。

そのほか・ 40周年記念号という事で、 VOY N〇・1を併せて紹介させて頂きます。

これからも、クラブ員相互の技術・話題の葛としてVOYを発行したいと思います。
今後とも話題の提供、協力を宜しくお願いします。

最後に黄重な体験を寄せて頂いたJAI FXF桑原さん、年表はJQIAHX古
谷きんに製作していただきました。この場を借りてお礼申し上げます。

VOY担当JJIGLY 金木和彦



聾
 
薫
 
嘗
 
曾
 
ト
 

∴
:
 
薬
毒
∴
∴
蔦
 
「
○
○
0
0
串
 
,
卓
 

し
○
 

聾
 
幽
 
>
-
 

遠
白
 

撲
∴
雪
 

ー
 

’
ト
∴
宰
 

二
三
 

題
。
言
 

帝
 
⊂
)
 

請
書
毒
 

寵
 
臣
 
三
重
 
N
 
申
 
出
 
書
十
十
 

雲
 
量
 
>
-
 
>
■
 
<
 
「
・
」
 

鵬
 
哩
 

上
土
刊
コ
一
十
百
二
 

〇
。
ヰ
 

音
 
字
 
こ
の
 
〇
時
 
韓
 
日
、
一
 
〇
十
噂
 

轟
輩
 
二
言
 

二
二
二
丁
子
 

寺
 
‾
つ
 

<
 
ト
〕
 

<
∵
一
 
ト
っ
寸
1
 

離
蒜
 
諒
絹
 

言
 

′
〇
十
 
網
 

堕
 

十
一
十
 

剛
 

〔
、
○
 

寸
1
 

し
○

(
○

○
、
 

∞
 

○
〕
 

⊂
〕
 

じ
〕
 

し
∩
 

し
∩
 

し
わ
 

し
わ

し
わ

l
」
〕
 

し
の
 

」
n
 

〔
○
 

田
 
①
 

°
)
 

°
)
 

○
〕
 

の
○
〕

○
)
 

○
)
 

○
〕
 

こ
さ
 

〇
十
 

〇
十
 

〇
十
 

〇
十
 

1
-
」

▼
・
「

「
「
 

○
○
 

▼
-
」
 

▼
-
」
 

閏
 

〔
○
 

ト
 

C
O
 

ご
)
 

⊂
)

↑
・
」

ぐ
ヾ
 

〔
つ
 

く
日
 

し
わ
 

叩
 

剛
 

こ
\
〕
 

N
 

ご
つ

C
つ

○
○
 

Q
つ
 

C
つ
 

C
▼
〕
 

患
 
蜃
 

雷
 

雪
 

置
 

重
量
垂
 

曇
 
蜃
 

蜃
 



聾
 
薫
 
ト
 
鴨
 
宮
 
ト
 

覇
 

「
」
 

!
平
 

寸
1
 

刊
 

馳
 

十
 

Ⅲ
こ
 

雷
 

・
・
・
「
 
憲
 

蕾
 
l
。
」
 
塾
 

i
 

荊
丁
 

l
や
 

一
癖
 
K
 

電
 

琶
 

轟
 

N
 
ロ
 

竃
 

警
 
点
 

茎
 
⊂
)
 
く
寸
 
寸
 
!
 
⊂
)
 

彊
 

怠
 

〔
、
0
 
寸
i
 

蒲
 

轢
 
蕾
 
円
 
>
-
 

蘭
 

壇
こ
 

二
二
∵
 

二

言
二
∴
-
 
…

誓
書
 
〔
D
 

堕
 

▼
-
「
 

剛
 

ご
つ
 

寸
 

」
O
 

(
○
 
卜
 

∞
 

こ
:
 

く
○
 

〔
○
 

こ
○
 

く
C
 

ヽ
ニ
 

く
○
 

く
○
 

く
○
 

ご
 

酉
 

ご
)
 

①
 

こ
ヽ
 

C
)
 

○
)
 

○
)
 

こ
〕
 

○
〕
 

C
〕
 

○
○
 

▼
-
」
 

・
-
」
 

▼
・
・
」
 

「
」
 

l
-
」
 

十
十
 

「
」
 

i
-
-「
 

閏
 

く
○
 

亡
、
 

∞
 

こ
う
 

⊂
〕
 

「
“
「
 
N
 

C
つ
 

寸
 

∞
 

種
〕
 

C
つ
 

ぐ
〕
 

寸
 
寸
 

寸
「
 

寸
i
 

く
寸
 

忌
 
匡
 

蜃
 
曇
 

蜃
 

蜃
墨
壷
 

電
 

蕾
 



車
 
掌
 
1
 
砧
 
悪
 
日
 
宮
 
上
 

聾
 

畏
時
 

〔
つ
 

†
鳩
ム
」
 

【
ぉ
 

ト
〕
 

{
 

整
 
謙
 

二
三
〕
言
三
 

∴
∴
 

寺
寸
寸
も
 
≒
宝
き
き
 

∴
 
〕
ト
小
 

e
で

田
こ
 

e
⊂
)
C
)
C
 

や
ヽ
ヽ
 

う
P
追

納
「
「
「
十
〇

日
只
 

o
毒
せ
、
‾

e
c

竪
穴

e
 

(
モ
小

(
{

(
N

・
博
(
 

寿
 
ぎ
 
C
ヴ
 
コ
コ
 
>
-
 

哩
 

⊂
)
 

十
十
 

亡
、
 

亡
、
 

百
 

○
)
 

の
 

「
-
I
 

十
十
 

哩
 

」
n
 

く
〇
 

く
す
 

寸
 

馬
 
景
 

肯
 

芭
 

堅
 



聾
 
薫
 
ト
 
轟
 
音
 
ト
 

艮
 

患
 
台
 
眼
 

・
】
J
 

ロ
コ
 

藻
 

ト
 

鶴
 

1
ト
 

ト
 

ト
 

遮
 

[
□
 

○
〕
 

関
 

エ
ロ
 

亡
、
 

轢
 

中
 

∞
 

令
 

壷
∴
命
 

小
、
∴
∴
中
 

〔
⊃

寸
1
 

や
、

○
〕
 

・
「

)
 

黒
蜜
。
雷
電
二
言
 

衰
 
畠
 
中
 
>
1
 

堕
 
刊
 

0
0
 

t
こ
1
 

[
、
 

ト
 

卜
 

酉
 

二
審
 

の
 

○
)
 

l
・
・
「
 

〇
十
 

i
-
-「
 

埋
 

亡
、
 

C
O
 

0
)
 

寸
 

寸
 

.
寸
1
 

忌
 
匡
 

曇
 

靂
 



聾
 
簿
 
宮
 
ト
 

鞘
,
 

貢
∴
∴
∴
∴
雪
 
空
∴
∴
∴
o
∴
里
 
ヽ
イ
→
(
o
 

抹
 
薫
 
菖
 
こ
こ
 
巨
「
 

ド
ノ

⊂
)
⊂
)
 

遡
 

」
O

㊤
 

ト
と
、
 

田
 
の

○
〕
 

〇
十
 

閏
 

C
)

▼
・
」
 

」
〇

し
○
 

畏
 
萱

匡
 



聾
 
爵
 
ト
、
 
白
 
骨
 
ト
 

韓
 

Ⅱ
:
 

(
○
 

画
 

⊂
)
⊂
)
⊂
〕
 

令
室
 

⊂
)
〔
つ
⊂
)
 

〇
二
ヽ
}
 

中
(
 

十
十
十
十
羽
 

直
な
 
「
■
 

・
∴
:
 

0
う
 

雪
 
⊂
)
 
1
・
「
 

剛
剛
羽
 
⊂
〕
⊂
)
 

毒
 
(
⊂
)
 

萱
 
こ
こ
 
>
-
 

o
ご
 
璽
 

頓
 

亡
、

∴

∞
 

こ
こ
 

卜
 

[
、
 

「
・
i
 

粗
 

ご
:
 

C
〕
 

C
〕
 

十
 

「
 

〇
十
 

壁
 
刊
 

C
つ
 

く
く
1
 

し
∩
 

」
n
 

し
言
 

患
 
墨
 

匡
 

魯
 



築
 
白
 
骨
 
ト
 

藻
 

ヰ
 

C
O
 

鶉
∴
。
。
窒
量
。
。
。
 

(
(
由
(

(
(

(
 

韓
諜

雪
害
鴫
寒
害

軍
害

悪
 

薫
 
営
 
C
ク
 
コ
 
一
・
i
 

哩
 

C
)

〇
十

こ
ヾ

〔
つ
 

∞
∞

ご
て
)

(
鷺
)
 

粗
 

○
〕

⊂
鴫

C
〕

の
 

▼
-
十

・
・
十

1
-
「
 

埋
 
調

峰
[
、

∞
 

輪
し
費

し
わ

鵬
 

こ
こ
 
べ
・
 

董
苺

壷
∴
∴
∴
匡
 



篭
 
爵
 
車
 
台
 
ト
 

韓
 
萱
 
餌
 
>
」
 

塾
 
串
 
。
藷
 

ト
 

恵
 

蕊
 
毒
害
 

(
三
、
〇
 

く
わ
∴
∴
∴
=
 

ト
 

雪
空

ト
請

博
 
凸
o

’
喜
∴
字
 N 露 

〇
∴
署
 

堪
 

く
1
 

」
O
 

〔
○
 

卜
 

∞
 

〔
P
 

〔
○
 

C
O
 

〇
〇
 

∞
 

輯
 
の
 

○
〕
 

○
〕
 

C
-
 

○
)
 

▼
・
」
 

1
-
」
 

「
」
 

〇
十
 

十
十
 

埋
 

○
)
 

⊂
〕
 

▼
-
「
 

剛
 

ぐ
〕
 

峨
 

(
○
 

C
O
 

①
 

く
○
 

壱
 
蜃
 

匡
 

匡
 

星
 

蜃
 



聾
 
竃
 
嘗
 
曾
 
ト
 

串
 

卜
 

謀
 

ト
Q
 

東
壁
 

霊
∴
∴
∴
∴

覇
 

N
ト
 

要
点
 

討
レ
 

六

㌧
 

鮮
血
 
N
 

墓
室
 

∞
く
〔
 

「
」

ト
っ
 

藻
 
王
 
●
 
曽
 
C
夢
 
二
二
 
>
-
 

導
 

平
婆

謹
 

剛
的

】
 

雲
量

十

器

十

汗
 

堕
 
○

○
’

」
 

〇
〇

〇
〕

○
〕
 

i
,
j
夢
二
 

C
〕

○
)

の
 

▼
〇
十

十
十

十
 

襲
 
喜
 

聖
篭

雲
 

甘
甘

苦
 



聾
 
箱
 
書
 
l
ト
 
ト
 
ト
 

韓
 
蕾
 
、
ゴ
 
円
 
>
「
 

ヰ
 

コ
〕
 

牽
 

鮒
 

…
…
∴
∴
鶉
 

で
、
、
十
 
…
…
"
●
.
●
.
.
●
.
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
"
 

哩
 
N
 

こ
つ
 

°
)
 

÷
:
 

粗
 

○
〕
 

こ
:
 

r
-
」
 

▼
〇
十
 

蛍
 

マ
1
 

し
○
 

長
 
室
 

蛍
 

甘
 

骨
・
 



1/3

横須賀タラ ブ設立の頃の私
桑原宗弘(JAIFXF)

昭和28年(1953)私の年14歳、不入斗中学(人中) 2年生、横須賀クラブの設立

はもとより、アマチュア無線の存在すら知らず、世にいう悪カキの年齢を謳歌して

いた頃である。

ただ奇しくも『モールス符号』に出会ったのがほぼ同年代で、我々悪ガキの遊び

がどの様にして『アマチュア無線』に詰び付いて行ったのかを残す意味でまとめて

見ることにした。

当時の我家は富士見町3丁目の本道り『火の見やぐち』 (消防分団)の斜め前

やや2丁目寄りに有り、ここから毎日『人中』まで徒歩通学をしていなこの頃は

この程度の距離は歩いて当り前、もっと遠くからゲタ(運動靴など希)の苗音も高

らかに、キャンパス地の下げ艶を肩に三三五五連れ立って通学したものである。

私の登校は同じ3丁目(通称新墓)から出てくる同数生還が通り掛かるのに合流

し不入斗播く下を宇東)i陀呼ばれるドプ川が流れていたが今ではかろうじてバス停

に橋の名を残すのみである)から鶴久保小学校の横(現在の正門前)を通り、現在

の総合グラウンド(当時は一面の畑に去っていた)に沿って西来寺前から『入中日

の裏門前に出、さらに校庭を回り込む様にして正円へ、というのが順路で、約1与

へ2 0分の道程であった。

下校時は、ルート不定、所要時間不定で季節、天候、気分、みちずれ等々に

より決まるのか普通であっな

昨今と違い『塾』と名の付くのは『そろばん塾』くらいで、せいぜい学校の教師

か大学生が自宅を使って細々と宿題を数える『夜学』と呼ばれるものがあった程度

で我々悪ガキには全く露の無いもの(もっとも大学生になって自分も『夜学旦なる

もので小遣い稼ぎをした時期も有ったが)で、下校後の遊ぶ時間は有余るほどに有

った良き時代である。それで無くとも鞄の中には、手旗信号用の虹白旗、投げ縄用

ロープ、小刀、懐中電灯等々、又、コーモリ傘の柄のパイプを銃身とした手作りの

ピストルに板火薬をほぐして固めた発射薬に空気銃の弾、という物騒女物まで入っ

ていた時期もあり、家に戻ら凄くとも遊び道具には事欠かない状態であった。

私と同年代の方なら御存知と思うが、当時の『人中』の校舎は戦時中の兵舎を教

室としたものが半分、新しく建てられた校舎が半分(我々が入学する前年のある日

の昼火事によって旧兵舎教室の一棟を焼失した為、新校舎がたてら丸だ)で、新入

生は旧兵舎教室を割当てられ、新校舎に入れたのは2年生になってからと記憶して

いる。
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が、そればさておき、この旧校舎は両側に教室の並ぶ申廊下式の建物で、雨降り

の自筆は日中でも真晴で、これがまた悪ガキにとって絶好の遊び場となった。

ここで使われたのが前記の懐中電灯で、初めのうちiよ仲間同士で取決めた符号で

チカナカとやっていたのだが、ある時、我家の物置きで父親の軍隊時代の手帳に

『和文モールス符号』が『合認諾』 (イ=イト一、ロ二ロジョーホコ一、八=ハー

モニカという符号の簡易記憶語)と共に書かれているのを見付け、これを書写して

学校に持込んだのか私と『モールス符号』との最初の出会いである。

早速、仲間と『イト一倍『ロジョーホコー』 『ハーモニカ』と始めたのは良いの

だが、当時の乾電池の性能は最近の物とは比べ物にならず、すぐにへたってしまい

我々の小遣いではとても足りるものではなかった。乾電池の中に塩水を注入すれば

寿命が延びると言うことになり、陽(十)極の横にキリで小六を開け、ここから

注射器で塩水を注入する(電解液を補充する意味が有ったのか? )という『使い捨

て』が当り前の昨今では考えられない様をことも真剣にやったものである。

最近の密閉型乾電池しか知らをい人には想像もつかないかも知れないが、外装は

亜鉛板の除く-)極にボール紙の筒をかぶせたもの。天板はピッチ(アスファルト

又は、コールタールと思えば間違いなし)を流し固めて、十臆横間を絶縁している

と言うのが当時の乾電池で、ちょっと油断すると自然放電し、ブタブタと脹らんで

変形はするは、張裂けて液漏れはするは、それだけをらまだしも、なけなしの電気

器具までタメにしてしまう厄介なものであった。

この様をことをしていた我々にある日『乾電池が山ほど積み上げてある所が有る

髄とのニュースが飛込んできた。場所は、聖徳寺坂の途中、京浜急行のガード下の

三叉路を公邦訳(現在の安浦駅)の方に少し行った所(と記憶している)の路上で

ある。

当時は金物ならば『折れ釘』や『錆釘』を川ざらいして拾い集めても、立派に

スクラップとして商品にをった時代である。 (現在の樵に自動車が路上に捨ててあ

るなど当時の人には考えもつかないことであっか

ここも歴とした商店(スクラップ屋)であった。ただ商品の置場所が無く路上に積

み上げてあるもので、中を覗くと日雇いのおばさん達がハンマーを手に乾電池を漬

し亜鉛板を回収する作業中である。罵って行った豆ランプと針金で手近な乾電池を

試すとこれが結構使えそうである。となれば悪ガキどもがこれを見逃す訳がない。

ただこの乾電池ちょいとポケットにという訳にはいかない。多分アメリカ車の放出

品と思われる単二形の乾電池、何に使われていたのか数十本をひとブロックにし、

これを並列にボンディングしてあるもので、肩に担いで走るのはさっそうであるが

さりとてあきらめられる訳もなし、二人一粒で、一人が白話車に乗り他の一人が
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これに付添うかたちで通りすがりに手頃をブロックを荷台に積込みあとは一目散・

・ ‥これで手に入れた乾電池を使い、木製の電鍵(無論手作り)とブザーでトン

ツー・トンツーと始めたのかこの道への始まりとをったのであろうか? (しかし、

この頃になるもアマチュア無線という言葉すら知らをいままであった)

この後高較(県エ)に進み,ここでも鉱石ラジオをどれだけ小さく作れるかを

仲間と競ったりしていた。最終的にはパリコンのかありにパッティングコンデンサ

の調整ねじに軸とつまみを付けて使うことで、石鹸箱の中に組込むことまでしたも

のである。もちろんここで言う鉱石は、ゲルマニウムやシリコンのダイオードでは

無く、ぺ-クライトの筒の中に鉱石(方鉛鉱? )のかけらと探針となるスプリング

が組込まれ、これをヒューズフォルダーの様な金物で取付けるもので、その大きさ

もガラス管ヒューズと長さはほぼ同じですこし太めの物であった。又、コイルも

円筒形(ソレノイド)コイルではなく、くもの葉形(スパイダー)コイルであり、

周波数帯もまだ短波帯を聞くことを知らずラジオ放送波(中波)帯であった。

一方我家のラジオは未だに古い並四( 0-V-2 )形を使っており、このラジオ

に時折混信( BC I )を起こすわけのわからない電波が有り、ラジオの修理や、

前記鉱石ラジオの部品購入で仲良くなった近所のラジオ屋のおやじに、この混信波

こそアマチュア無線であることを教えられてからはこの『BC重液』をさかんに受

信したものであり、これが私とアマチェア無線との出会いと言えよう。

又、アルバイトで得た金を握りしめ、初めて秋葉原へ出掛けう球スーパの部品を

購入、このラジオの完成と引替えに古い並四ラジオは私の実験用に払下げられ、私

と無線との詰び付きをさらに強めることに去った。

この後は、 S.33年(1958)の大学入学と同時に『無線部』入り、 S.34年(1959) 4月

の第一回電話鞍回読合格、 S. 35年(1960) 9月の開局からS, 40年(19舘)の一時閉局、

S.45年(1970)の再開局と『横須賀クラブ』への入会、そして前回体験記を書いた

り.2年(1990) 6月の電信薮(舞う扱)受験と り.4年(1g92) 2月の25W出力移行等々

と推移することになるが、他のことば又のチャンスを戴いて書くことにしたい。

いずれにせよ、私がアマチュア無線とようやく出会えたこの時代にすでにクラブ

の発起から無線局の運用までしていた諸OMに敬意を表し、この種を終わる。
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1 2月5日に行われたJAR L横須賀クラブ4 0周年記念式典の記事が1 2月6日付神奈川新聞に

掲載されました。

(16)1993年(平成5年) 12月6白 ‾月曜日

宅手早 ’モ秦チ ノ= ま夢手 足吊

よこすかしょうなん

式典-であいさつする片倉金一喪=よこすか平賀闘

抱
域
に
根
付
き
4
0
周
年
紗
饗
宴
謂

横
須
賀
市
を
中
心
と
し
た
三

浦
半
島
一
語
で
活
動
す
る
J
A

罵
重
台
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
縁

連
盟
)
横
須
賀
ク
ラ
ブ
=
片
倉

的
一
会
異
同
の
創
立
四
十
周
年

記
念
式
輿
が
五
日
、
同
市
本
町

の
「
よ
こ
す
か
平
安
閥
十
で
開

か
れ
た
。

一
九
五
三
年
十
二
月
に
産
声

を
上
げ
た
岡
横
須
賀
ク
ラ
ブ

は
、
技
術
交
換
交
流
会
や
通
信

酬
疎
な
ど
緑
綬
を
通
じ
て
数
々

の
活
動
、
交
流
を
続
け
て
き
た
。

そ
の
は
か
、
曹
少
年
へ
の
猿

術
指
導
、
市
防
災
課
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
と
い
っ
た
画
期
的
な
活

動
も
行
い
、
常
に
地
域
に
根
付

い
た
活
動
を
心
掛
け
て
き
た
。

こ
の
日
の
式
典
に
は
会
員
や

O
B
ら
約
百
人
が
出
席
。
片
倉

会
長
が
「
四
十
周
年
を
迎
え
ら

れ
た
の
も
講
究
張
方
の
ご
努
力

の
お
か
け
。
今
後
も
よ
り
一
層

の
技
術
の
向
上
を
目
脂
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

J
A
思
し
会
長
の
原
尾
三
さ

ん
、
同
県
支
部
長
の
川
風
健
太

邸
さ
ん
も
駆
け
付
け
、
祝
い
の

膏
薬
を
述
べ
た
。

ま
た
、
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

や
「
記
念
写
真
撮
影
」
な
ど
も

行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
は

四
十
年
間
の
思
い
出
講
や
こ
れ

か
ら
の
活
動
の
抱
負
な
ど
に
つ

い
て
語
り
合
っ
た
。
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気分の

サイパン旅行記

JARL横須賀クラブ

片倉 由-

禽島内観光でリラックス.すっかく点くケーシヨン寓分の面々

ノ∧虞し横須賀クラブでは,クラブ

創立40府年の記念行事として本年i月

28目-3i目三での4日勤,サイパン(X

録を)において当クラブ初めてのDX

べデイションを行い‡した。

島内徴発やショッピング、ホテルの

ブールでのんびりするなど、まったく

のバケーション気分でしたが7M賊

・-29議機雷を連照し.袖70局34カント1」

-とQSOすることができよしたへ

出入国のあれこれ

当クラブのI了毛が参如したたみ 団

体扱いとなってしまいました。,そのた

め1出発荷物を預けるカウンターに持

「」ARし鵜須賀クラブ サイパン」

」94了」という電光表示があ臣 チョッ

トいし、気分でした∴∴リグだけは手帝鋤

として機内に討ち込もうとしたところ,

当黛のことながらX線接宣撫のチェッ

クに引っかかりました.「カバンを開け

てください,これはやんですか?」の

質織1こ「ラジオです」でi いとも筒単

にパスすることができました.寮線審

ラジオですから,ワッではめりません,

しかし.サイパンの入国時(二は-鞠膚

し暮しな どームアンテナを入れた請

を「即すろ」と言われ.霜の中を説く

とアンテナと-練に入れてあった振り

出しの約等を見て「これi書信か?」と

蘭くので, :フィッシングホール」と玉

江(こ答え暮したか子本当に釣竿か付け

してみろ」と雷うので,飼iIの万々(ニ

笑われよしだがスルスルと釣竿を伸ば

してOKとなりました。もちろん使用

目的は釣りではなく.ワイヤーアンテ

ナを張る暗く二使うために約番したので

す,しカ、し.サイパンでスキーができ

るわけはないのですが.スキーケース

に入れて詩ち込んだ与OM日との4エレメ

ントH89C VにOKでした,

アンテナ

ホテルに到着後.すぐ(こアンテナ設

営と掌り暮しだが,曇朝の1土筆は ●●覚

書き‾へのサインでした.今回は事前

の速籍を行い,屋上へ設営する了語を

もらっていましたが,むIこせ8階連で

⊂轡悌扱いにをっ

てしまったので.

カウンターの重光

掲示塩にはクラブ

の名寄か表示され

て、チョットいい

病みでした.

のボナルの庭土ですからホテル側もな

にか事故が為った場合の責任上.党書

きへサインすること(ニなりよしたブ

ダイポールやビームアンテナは.多

くの方々とのe S Oの)二心自二本に向け

て固定しました事 言語の屋上というこ

ともあり.瓜か強かったので特にしっ

かりと国定しました。

遷,∴穏

ホテルの8猶の一一寛をオペレーショ

ンルームにして持華長鳥可織か環境を

整えました与 りクは丁S-的0SをI台.

丁S-50Sを之省強運しました。

アンテナは7/i4/2IM能はタイ水

-ル, 」8/2郁雄七言‡之ニレメン上 部

刷セ(29初物こ こ初を含む)はバーチカ

ルアンテナを優烏し.第一声そこ9調畦の

千Mてオンエアしたところ.曽奈川曇

檎演賀市室生のDXe「. 」 A I K州Y榎

田芳彦さんが磨香しできました.

予熱通りの良く轟真くらなし、毒液の

飛び具合です。これに.屋上からアン

テナの幹雷鳥までの高さも無く.軸縛

のあるアンテナでは無いものの海のす

ぐ鴇に醤てられている8時雄てのホテ

ルの址という.立覚条件に助けられ

たのではないかと考えました。しかし.

50的岬さはコンディションの勘合(こよ

り.まったくQSOすることができま

せんでした.

今回の運用Iふ1月3i田の千着9鴫

(現地串同)まで.各人の日本でのコ

ールサインに再議の/」を萄覆した
コールサインを萌し1て適用し鰐叢20了0

虎34カントり-の成果をあけることが

できました。今回はノ(ケーションが中

心で,遭用事の平均年臓が粕40複とい

うこともあり,のんびりムードだった

176モービルハム



言⊥〇二」二王.主護薗藍藻登臨鍾鰹睡蓮盤.

二とかもすねは良い結果だったと思い
ます二

マ二やガ八島から

オンエア

期畑中.サイパン本寄マイクロピー

チの沖合に浮かぶ.周囲上与時事との糟

増穂の小鼻“マ二十万ハ尋“で小のレ

ープての露語も試みました。

機材はi軸舶岐南オールモードトラン

ニホテルの-室をオペ

レ_iシヨンルームとし

て報け.標一休運用し

ました。

ると同時(こ.部屋にいたメンバー全員

で治子喝乗となり.参加者は大いに痩

地しました。今回の企画は40屈年とい

うこともあって単iこ参加者だけでなく.

1’、 :、’“- 衝聞置的

クラブ創立から農〇年調の鎚先着などの

努力があったかもこそと思いますっ

ともあれクラブで初のDXヘディン

ヨンでしたがト 多くの万とQ SOする

ことができて大空楽しく過ごすことが

できよした,

なお. QS」カードはそれぞれの王

用着発にお送りください.今回の参調

香は次のとおりです。

J A」 I 上 J A i O C K. 」A I M

V「. 」111C D」.∴」いl ) U Z.

」Hi O H乙. 」亡I 」G Y. 」EI

NA」. 」FI FWJ. 」」 )E X8.

」M†EW乙, 」PI8D周i 」QI

AHX, J H d TUH, SATOi O

G A丁A.丁A議し=R A

(de 」Hi OH̃)

こホテルの屋上にアンテナを組し絶えたところで与、ィ、′ポー率

シ‾バ(こダウンバ‾タ・ 2レ28議城の
与

ダブルダブレット,言張にはソーラー

バッテリを使屠しよした,最初に糊M畦

でフルパワー(薯力郭榊駒で運用し

I二ことと.この寅に限って運用最中に

スコール(こ会い.護ってしまったので

ソーラーバッテリーが畿能しなくなり

ました。桔局.電源がダウンしてしま

い,チ輔同を切り上くずて引き上げて

きました.マニセガ八島からの重刑三

柳軸で("かもしれません。

露 程,に

今回通用の最後の局と交・宮を漁了す
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